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「
伊

京

集

」

の

言

語

柏

原

卓

は

じ

め

に

節

用
集

に

つ

い
て
は

、
橋

本

進
吉

博

士

・
山

田
忠
雄

氏

の
研

究
を

始

め

種

々
研
究

が

あ

る
。

私

の
研
究

は

、
慶

長

以
前

の
古
本

節

用
集

の
言

語

面

の
研

究

で
あ

る
。

近

世

板

の
節

用
集

は
山

田
忠

雄

氏

の
報

告

さ
れ

た
如

く

余

り

に
多

数

な

の
で
お

　
事

と

し

て
、
当

面
古

本

に
限
定

す

る
。

古
本

節

用
集

の
外

形

か
ら

の
研

究

は
、

橋
本

博

士

等

に
よ

り

詳
細

に
な

さ
れ

て

い

る
。

し

か
し

、
内

容

・
言

語

面

の
研

究

は
少

い
。

私

は
古

本

節

用
集

諸
本

の
言

語

研

究
を

め
ざ

し

、
今

そ

の
途
中

に
あ

る
。

古
本

節

用

集
諸

本

の
言

語

は
、

例

え

ば
、

文

明

本

は
漢

呉

音

の
書

き

分

け

・
不

濁

点

・
長

文

の
漢

文

注
記

に
対

す

る
振

り

仮

名

が
有

っ
て

、
字

音

・
音

韻

・
訓
読

語

の
研

究

に
有

用

で
あ

る

と

か
、

正

宗

文
庫

本

は
傍

訓

・
清

濁
表

記

と

も
詳

し

く
正

確

で
、

当
時

の
表

現

・
発

音

に

か
な

り

忠

実
な

表

記

も
多

い
と

か
、

明
応

本

は
濁
点

が
少

な

く

特

殊

な
語

音

の
ゆ

れ

が
見

ら

れ

る

と

か
、

黒
本

本

は

濁

点

が
詳

し

く

語
義

の
注

も
多

く

、
書

簡

・
文
書

に
用

い
る

「
1

候
」

が

見

え

る

と
か

、

と

言
う

工
合

に
各

々
特
色

が
あ

る
。

三

十
種

を

越

え

る

こ

れ
ら
諸

本

の

一
々
に

つ

い
て
言

語

面

の
研

究

を
し

て
行

く

が
、

本

稿

で
全

て
扱

う

訳

に
は
行

か
な

い
の
で
、
本

稿

で
は
古
本

の
中

の
古
本

と
目

さ

れ

従
来

内
容

研

究

の
発
表

さ

れ
て
な

い

「
伊
京
集

」

に

つ
き
述

べ
る
事

と
す

る
。2

従
来
の
節
用
集
観

一

節
用
集
と
言
毒

「通
俗
的
な
伊
呂
波
引
き
漢
字
辞
書
」
と
言

の
端

橋
本

博
士

以
来

の
通
説

で
あ

る
。

佐
藤
茂

氏

は
、

和

訓

と
漢

字

と

の
面
か

ら

い

へ
ば
、

名
義

抄
、

字
類
抄

の
グ

ル
ウ
プ

と

節

用
集

(
一
往
、

当
面

は
古
本

と
し

て
)
を
中

心

と
す

る
通
俗

辞
書

の

グ

ル
ウ

プ
と

の
間

に
相

当

の
断
層

と
も

い
ふ

べ
き

も

の
を
感
ず

る
。

(

中

略

)
節

用

集

の
編
纂

に
際

し
相

当

の
選
択

が
行

な

は
れ

た
で
あ

ら
う

と
考

へ
る
。

(中

略

)

こ

の
選

択

と

い
ふ
仮
定

が
許

さ
れ

る
な

ら
ば

、

そ

の
メ
ド

は
所

謂
当

節

の
用

の
た

め

で
あ

る

こ
と
は

当
然

で
あ

ら
う
。

と

域

砲
》
訓

点
語

学
者

で
も
あ

る
中

田
祝
夫

氏

は
、

節

用
集

の
語
彙

を

な

が
め

て

い
て
わ

た
し

の
感

じ

た

の
は
、

こ
れ

が
現

代
語

も

し
く

は
近

世
語

の
問

題
点

に
相

わ

た
る

と

こ
ろ

の
多

い
事

実
、

さ

ら

に
は

現
代

の
各

地

の
方

言

と
密

接
な
関

係

に
あ

る
言
語

の
多

い
事



実
で
あ

っ
た
。

と
述
べ
、
そ
れ
は
、
節
用
集
が

「中
世
後
期
の
通
俗
語
集
成
で
あ
る
」
か

ら

「当
然
す
ぎ
る
事
実
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
蕊
～

と
こ
ろ
で
、
節
用
集
に
は
異
本
が
多

い
か
ら

一
律
に
「通
俗
的
」
と
割
り

切
れ
る
も

の
か
ど
う
か
。
慶
長
以
前
の
古
本
と
も
な
る
と
古
い
要
素
の
残

留
が
有
る
か
も
知
れ
な
い
か
ら
疑
問
の
残
る
所
で
あ
る
。

古
本
節
用
集
の
一
本
に
「伊
占曇
禾
」
(附
槌
鉢
た
靴
副
脚
諦
掴
駆
賄
鵬
蠣

)と
い
う

の
が
有
る
。
付
録
が

「京
師
九
随
」

「十
干
十
二
支
」
の
二
つ
し
か
無
く

語
数
も
少
な
い
か
ら
、

「国
語
学
辞
典
」
で
は
正
宗
文
庫
本

・
大
谷
大
学

本

.
増
刊
下
学
集
及
び
、
龍
門
文
庫
の
二
本
に
次
ぐ
古
い
本
と
さ
れ
て
い

る
。
橋
本
博
士

・
新
村
出
氏
も
近
世
以
前
に
相
当
上
る
古
い
本
と
見
て
お

ら
れ
る
笠

人

「伊
京
集
」
は
こ
の
様
な
古
い
本
で
あ
る
と
共
に
、
書
名
が

異
様

で
あ

る

点
も

興

味
を

引
く
。

こ

の

「
伊
京
集

」

を
調
査

し

た
結

果
、

内
容

上

「
節

用
集

的

ー
通

俗
的

」

と

の
み
言

い
切

れ
な

い
点

が
見
ら

れ

た
。

以

下

、
節

用
集

の
所

謂
通
俗

性

と

い
う

も

の
を
再

検
討

す

る
企

図

の
下

に

「
伊

京
集

」

の
仮

名
遣

.
語
法

・
語
彙

を

め
ぐ

っ
て
述

べ
る
。

・

3

仮

名
遣

節

用
集

で

は
漢
字

で
書

か
れ

た
語

の
右

(
又

は
左

と

か
下

に
も

)
に
、

仮

名

で
読

み

が
施

し

て
あ

る
。

そ

し

て
語

の
右

に
施

さ
れ

た
仮
名

の
最
初

の

一
字

に
よ
り

、

イ

ロ

ハ
以

下

の
部

に
語
を
属

さ

せ

て

い
る
。

「
伊
京
集

」

の
仮

名

は
異

体

は
あ
ま

り
多

く
な

い
。

せ

・
子

・
マ

が
主

た
る
も

の
で
あ

る
。

「
寸
」

「飼▼
」
も

見
え

る

が
、
例
外

的

で
あ
り

何

ら

か

の
文
献

か

ら
写

し
た

も

の
と
思

わ

れ
る
。

討

「
イ

・
井
、

エ

・
ヱ
、

オ

・
ヲ
」

の
仮
名

遣

「
伊
京
集

」

は

「
イ

・
井

、

エ

・
ヱ
、

オ

・
ヲ
」

の
各
部

を

「
イ

、

エ

・
ヲ

」
部

に
倉

せ

て

い
る

の

で
、
既

に

「
イ
」

と

「
ヰ

」
等

の
発

音
上

の

区

別

が
無

か

っ
た
と
知

れ

る
。

但

し
、

こ
れ
ら

の
使

い
分
け
ー

仮

名
遣

は

語

毎

に
決

ま

っ
て

い
る
ら
し

い

(
そ
れ

が
歴
史

的
仮

名
遣

や
定

家
仮

名
遣

い
に
合

っ
て

い
る
か
否

か

が
問
題

に
な

る

が
、
今

は
言

及
し

な

い
)
。

同

一
語

で
仮

名
遣

の
乱
れ

た
例

は
少

数

で
、

猿
柚
覧

練
沖
杁
イ
才
ウ
芸

マ
隷

野

胡

所

翁

=
卒

翁

、
塞
翁

馬

、
翁
伯

く

ら

い
し

か
無

い
。

調

開

合

中

世
は
才

段
長

音

の
開
合

の
別

が

大
体
保

た

れ
な

が
ら

一
部

の
語

に
混

同

が
見
え

始

め
る
時
代

で
あ

る
。

「伊

京
集

」

に
は
開

合

の
混
乱

を

反
映

し

た
例

は
あ

ま

り
見

え
な

い
様

で
、

」

飾

.

=
料

理
,

羅

二
鍵

フ

播

瀦

ハ
ウ
ヂ

ャ
ウ

弓

ホ
ウ
ヒ
ン

方
円

、
方

文

=
孔

方
兄

く

ら

い
で
あ

る
。

こ
の
内

「
シ

ツ
ラ

フ

=
シ

ツ

ロ
ウ
」

は
別

と
し

て
、

他

は
単
純

な
混

同
と

言
う

よ
り

、

「或

る

種

の
復

古
意

識

」
が

か
ら

ん

で

い

る
と
思

わ
れ

る
も

の
ば

か
り

で
あ

る
。

そ

の
説

明
を

以

下
に
述

べ
る
。

謝

「
豆
腐

」
を

注
記

ま

で
示
す

と
、

豆
腐

甑
柚
白
雌
叡
駈

(
41

・
6

)

の
如

く

で
、

「
豆
麩

」

と
同
語

と
知

れ
る
。

そ
し

て

「
又

云
唐
布

」

の
注

が
あ

る

が
、

「
唐
」

は
勿
論

開
音

で
あ

る
。

節
用

集
諸
嘱

ぴ

「
タ
ウ

フ
」

と
し

、

「伊

京
集

」

の

み

「
ト

ゥ
」
も

載

せ
る
。

日
葡
辞

書

も

&
穿

と
開

音

で
あ

る
。

問
題

の

「
豆
」

は
、

韻
鏡

の
三

七
転

一
等

候

韻
に
属
す

る
字

「40う 一



で
合

音

の
筈
。

「
康

煕
字

典

一
に
よ

っ
て
諸
書

の
音

注
記
を

調

べ
て
も

開

音

の
も

の
は
無

い
。

唐
音

資
粍

で
も
合
音

で
あ

る
。

「
唐

納
豆

」
も

「
ト

ウ
」

で

「
豆
」

を

「
タ

ウ
」

と
記
す

語

は
他

に
無

い
。
結

局

、
当
時

.
豆

腐

」

に
限

り
開

合

が
乱

れ

て

い
た
と
見

ら
れ

る
。
す

る

と

「
伊

京
集

」

の

「
ト

ラ

=
ま

貫
謂

こ
へ
口
わ
ず

、
屍

範
的

仮
名

遣

か
と
思

わ

れ
る
。

「
桑

螺

蛸
」

は

「
イ

ボ
ウ

ジ
リ

」
が

正
し

い
。

誤

ま

れ
る
回
帰

の

例

と
考

え

ら
れ

る

(
後
述

「
疑

問
訓

三

題

」
参

照

)
。

「
左
,阻

.「、

「
か
,文

一
ど

「
孔
-方

兄
」
、,

「方

」

は

陽

韻

だ

か

、

う

「
方

角

」

の
意

は

ハ
ウ
。
`
「
四
角

」

の
意

乏
'「
医

方
」

と

が
ホ
ウ

」
と
書

く

慣

用

が
有

っ
た

事

が

知

ら

れ

て

い
ん
臼
、
「
伊

京
集

」

で
は

「
四
角

」

の
意

は

こ

の
三
語
し

か
無

い
か
、
前

二
語
ま
て
右

¢
傾
粍

酋
て
な
く
丑
月
ど

に

合

う
。

又
、

「
孔

方

兄

」
は
諸

本

「
ハ
ウ
」

で
、
黒

本
本

と

「
伊
京

集

」

に

「
ホ
ウ

」

が
あ

る

の
は
例

外

で
、

そ

の
理
由

が
難
解

な

の
で
棚

上
げ

に

し

、
前

二
者

に

「
方

」

の
開

合

の
慣

用

と
異
る

規
範

的
表
記

が
見
え

る
。

以

上

の
諸

点

を
考

慮
す

れ
ば

「
伊
京

集

の
開
合

は
大

概
古

用

に
合

い
、

混

乱

は
殆

ど
無

い
」

と
言

え
る
。

調

四

つ

仮
名

中

世
後

期

か

ら
四

つ
仮

名

の
区

別

が
乱

れ
始

め
る

が
、

「伊

京
集

」

の

誤
り
の
例
は

麹

鱗

'

虻
鍾

偲
馬

く

ら

い
で
あ

を
。8
訂

三
者

は

、
文

明

・
明
応

・
黒
本

本

の
様

な
古

い
本

で

も

誤

っ
た

の
が
多

い
か

ら

「
伊
京

集

」
独

自

の
誤
り

で
は

な

い
。

逆

に
、

「
禎

」

は
天

正

・
鰻

頭
屋

・
易
林

本
等

後

世

の
本

(
と
黒
本

本

)

に

「
シ

タ

ウ
ズ

」

と
誤

る

が
、

「
伊
京

集

」
は

文
明

・
明
応

本

と
同
様

正
し

く

「

ヅ

」

と
し

て

い
る

例

も
あ

る
。

要
す

る

に

「
伊
京

集

は
四

つ
仮
名

も
殆

ど

古
用
に
合
い
混
乱
は
僅
少
で
あ
る
』

.
4

そ
の
他
の
復
古
的
仮
名
遣

「伊
京
集
」
に
は
、
語
中
の
漢
字
音
を
復
原
表
記
す
る

」

魂
讐

畷

ノ
≠
・
・
4
)
憲

ず

・
8
)

の
講

擢
俵
記

や
、

↑
ピ
サ
ツ

強

面

(
49

・
3
)

挨

拶

(
91

.
4

)

の
如

く
、

語
中

尾

の

「
イ

」
を

「
ヒ
」
表

記
す

る
例

が
多

数
見

え

る
。

ヵ

か
る
仮
名

遣
も

「
復

古

的
態
度

」

に
基
く

と
考

え

ら
れ

る
。

以
上

の
様

に
、

中
世

を
通

じ
漸

く
進

み

つ
つ
あ

っ
た

「
開
合

の
混
乱

」

「
四

つ
仮
名

の
混

乱

」
を
あ

ま

り
反

映

せ
ず

、
復

古
的

態
度

に
基

く

と
考

え
ら

れ
る

仮
名
遣

も

見
え

る
等

、
保

守
性

が
主
要

面

の
如

く

で
あ

る
。

4

語

法

次

に
、
指

定
辞

や
活

用
形

に

つ
き
通

俗
的

か

ど
う

か
を
検

討
し

よ
う
。

何

指
定

辞

・
形
容

動

詞
語

尾

ツ
マ
ビ
ラ
カ
也

こ
れ

ら
は

「
ナ

リ
」

「
タ

リ
」

で
あ

る
。

「
瑞

」

の
様

な

表
記

も
有

る
。

指
定

辞

は
注
記

の
文
末

に

「
也

」

「
之

」
と
書

か

れ
る
事

が
多

い
。

口
頭
語

な
も

の
は

碩
学

劃
ブ
状
弛
溜

(
伽

・
9

)

を
除

き
見

あ

た
ら
な

い
。

「
ヂ

ャ
」

「
ナ

」
等

は
見

え
な

い
の
で
あ

る
。

=

動
詞

の
活

用

「
伊

京
集

」

に
は
四

百
語
余

の
動
詞

が
有

り
、
殆

ど

終
止

形

で
あ

る
。

中
世

は
二

段
活

用
動

詞

の

一
段
化

が
起

こ

っ
た
時

代

で
あ
る

が
、

「
伊

京

集

」
に
は

ハ
メ
ル

ヤ
ヲ

ユ
デ
ル

ハ
膨
ル

戸
10

・
2

)

布

レ
箭

(
70

・
4

)

茄

(
鵬
2

)
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璽

段 例
し

ア か
久 無
へひ 乙
ル

こ

16れ

例 を

=古

い

二 本

段 で
あ

ア る
タ《 「
フウ文)明

本
16」

例 に
於
て

 

ア

タ

フ

ル

4
例

の
例
を
始
め
大
量
に

一
段
化
形
が
現
れ
る
の
と
比
べ
る
時
、

「伊
京
集
」

は
二
段
活
用
動
詞

一
段
化
の
進
行
を
殆
ど
反
映
し
て
な
い
と
言
え
よ
う
。

只
、
中
世
に
連
体
形
が
終
止
形
を
包
摂
す
る
過
程
を
反
映
し
て
、
連
体

形
登
記
語
が
四
十
語
く
ら
い
あ
る
。

サ
変

島
爪子

ヅ
ル

上

二

段

捜ニ
グ
ル

下

二

段

北

の
如

く

で
あ

る
。

43

形

容

詞

ヰ
樗

輸

,

夢
、

ト
ず
ク
ル

サ

バ
ク

ル

届

拓

ナ
変

去

梼

等

形

容
詞

は

百
語

弱

で
あ

る

が

・
忙
敷

」

の
様

に
終

止
形

が
多

い
。

連
体

形
イ
音
便

の
例
に

「讃

叱
難
面
」

「麗

鱒

「傍
イ
マい
が
有
る
。
音
便

は
実
際

は
も

っ
と
多

か

っ
た
筈

だ

が

「
伊

京
集

」

に
は
現

れ
な

い
。

こ
れ

も

辞
書

と
言
う

性

格

に
よ

る
も

の
で
あ

ろ
う

か
。

5

語
彙

以

上

、
辞
書

に
語
葉

を

盛

る
際
枠

組

み

の

一
種

と
な

る
仮

名
遣

・
語

法

の
面

で
、
中

世

の
音
韻

.
語
法

上

の
変

化
を

あ
ま

り

反
映

し

て
な

筆
事

に

触

れ

て
来

た
。

次

に
語
彙

の
性
格

に

つ

い
て
検
討

し

て
行
く
。

2

の
最

初

に
紹

介

し

た
様

に
、
節

用
集

と

言
え

ば

「
通
俗
的

」

だ
と

考

え
る
事

が
多

い
。

こ
れ

は

一
応

理
由

の
有

る
事

で
、

古
本
節

用

集

に
は

「
俗

」

「
世
話

」
等

と
注

し

た
語

や
、

俗
語

臭

の
す

る
語

が
幾

つ
も
採

ら

れ

て

い
る
。

「
伊

京
集

」

に

つ
い
て
も

塗
篭

漏

旧
凧

倭
俗
、
五
月
五
日

ノ

戯

二
闘
診

ル
云
也

土
民

所
言

鰻
藪

何
鹿

田
夫
之

辞
也

=粍

倭
俗

世
話

侭

窒

レ
鼻

雌
話
論

併

レ
尻

と
言
う

工
合

に
多

々
上
げ

ら

れ
る
。

名
義

抄

等

に
比

べ
れ

ば
現
代

語

に
近

い
、

俗
語
的

な
感

じ

が
し

て
来

る
。

し

か
し

、

こ

の

「
感
じ

」

が
曲
者

で

あ

り

、
語
粟

の
性

格
を

知

る
為

に

は
更

に
詳
細

な

検
討

が

必
要

で
あ

る
。

「
伊

京
集

」

の
所

収
語

は
約

五

二
○

○
語

で
、

一
七

%

に
あ

た
る
約

九

○
○
語

は
、

文

明

・
正
宗

・
明
応

・
黒
本

・
鰻
頭
屋

・
天
正

・
易

林

の
諸

本

に
見

え
な

い
。

そ

の
大
部

分

は

「
伊
京

集
」

に
於

け

る
増
補

と
考

え

て

大

過
な

い
だ
ろ
う
。

こ

の

一
群

の
語

を
仮

に

「
増
補

語
」

と
呼

ぷ
。

「
増

補
語

」

の
中

で
目

に

つ
く

の
は

○

騨

公
稚

へ
4

・
9

ノ

の
如

き

訓
読

文

マ
サ
ヤ
ア
カ
ツ
/
＼
ハ
ヤ
ピ
ア
マ
ノ
ヲ
ン
甲
ミ
・ノ
・ふ
ト

○
正
哉
吾

勝
々

速

日
天

忍

穂

耳

尊
(
70

・
10

)
の
如

き
神
名

の
様

な

「
非

日
常
語

」

が
多

い
事

で
あ

る
。

更

に
精

査

し

て
み
る

と

『中

世

の
辞
書

類

に
見

え
な

く

て
、
類
聖

名
義

抄

・
色
葉

字
類

抄

・
和
名

抄
等

の
前

代

の
辞
書

に
見

え
る
語

が

か
な

り
多

い
』

事

が
分

か

っ
て
来

た
。

そ
れ

ら

の

一
部

(
ア
行

)
を
次

ペ
ー

ジ
の
表

に
示
す

(
「
そ

の
他

」

に
は

、
新
撰

字

鏡

(新

)

・
字

鏡
集

(字

)

・
下

学

集

へ下

)

.
温
故

知
新
書

(
温

)

・
運
歩

色
葉
集

(
運

)

・
倭

玉
篇

(

玉

)
等

に
該
当

語

が
有

れ
ば
記

す
事

と
す

る

)
。

表

に
見

ら
れ

る
様

に
、

「
増

補
語

」

の
中

に
は

、
節

用
集

諸
本

や
中

世

辞
書

類

(
下
学
集

・
倭
玉
篇

等

)
に
は
見

え
な

く

て
、
却

っ
て
前
時

代

の

辞
書

類

に
見

え

る
語

が
、

か
な

り
有

る
事

が
分

る
。

就
中

、
類
取
犠名

義
抄

に
見
え

る
語

が
多

い

(
乙
表

参

照
。

甲
表

も

)
。
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語

名

,彊

芥
淋
灰

腐
埠

和
市

慈噂魚
丁

訥

オ
ボ
メ
ク

断

才
・
バ

京
集

螢
芥

ア
ク
タ
ル
・

淋

灰
腐
鉾

ア
マ
ナ
フ

和

市

イ

カ
リ

ツ
ナ

イ
ヴ
ャ

暗

ウ
ソ
フ
ロ

ウ
ホ
ノ
カ
シ
ラ
ノ
ホ
子

魚

丁

ド
モ
リ

内

才

ホ
メ

ク

毒
幽断

罵
バ

名

抄

蛋

芥

ア
ク
タ
ハ
カ
リ

淋

」灰
子

ク
タ
ル

和

ア
マ
ナ
フ

答

イ
方
リ
ソ
ナ

圃

イ
テ
ヤ

魚

丁

μ
勃

ヵ
ン,フ

訥

譲

メ
ク

斤

才
ソ
ハ

ア
キ

自

ニ
カ
ム

字
類
抄

萬
嵐
芥

ア
ク
タ
バ
カ
リ

淋

灰

ア
ク
タ
ル

腐

婬

ア
ツ
キ
ノ
ハ
ナ

和

市

ア
マ
ナ
ロ
カ
フ

答

イ
カ
リ
ッ
ナ

略

イ
テ
ヤ

魚

丁

イ
ホ
ノ
カ
シ
ラ

訥

オ
ホ
メ
ク

鍋

歯

・
・
ハ

和
名

林

阿
久
太

腐
炸
讐
難

丁

和
名
以
乎
乃
賀

〈
蝸
歯
於
曽
波
〉

そ

の
淋

(字

↓
)

酵

ア
マ
ナ
フ

(字

)

答

嘉

リ
ツ
ナ

(字

)

暗

霧

ヤ

(

ニ
カ

ム

■

薗

写

熱

(
{

字
)

才
ク
ハ

)
断

(温

)

語

書
名

百

足

マ
マ
ピ
コ
ム
ン

陣

イ
サ
カ
フ

崎
嘔

・
阻

朧
瞳

論

エ
ラ
ブ

可
笑

ア
ナ
ヲ
多

貰

ウ
ル
ハ
ン

小
妹

伊
京
集

百
足

陣

タ
・カ
フ

崎
唱阻

財
呂
切

週鷹
瞳

論

跨
ブ

可

笑

ア
ナ
ヲ
カ
シ

貰小
妹

名
義
抄

百
足

弩

。
.

陣

イ
サ
カ
フ

駈
崎
嶋

阻
帽
規

ヤ
ン

運

遡

ウ
ツ
・
ニ

朧
瞳
議
翻鞭

論

秤
の
"
7

エ
.フ
ッ

可
咲

"
契

カ
ル

賛

褻

・
ル
ハ
・

小

(墜

才
ト
イ
モ
ウ
ト

字
類
抄

ハリ
ク

同

馬

陸

ア
マ
ヒ
・
百

陣

タ
・カ
ブ
(伊
呂
婆

和
名
抄

百
足
鷲

胡

そ
の
他

崎
嘔

糠
馳
淋
甑
志
(
新

)

嘔
ウ
チ
ハ
ヤ
・

(
字

)

遣

的
契

う
ウ
、
ッ
,、

(字

)

拾

(
文
明

)

可
笑

(
文
明
)

賛

・
・

(
字

)

、

語

力

り

化

て

い
る

と

言

っ
て
も
酒

…
と
し

て

い
る

の
で

次

に
も

う

少

し

積
極

的

に

「
名
義

抄

と
伊

京

集

の
影

響
関

係

」
を

思

わ

せ

る
語

を
上

ず

る
。

一
読

」
と

「
艇

」

「
ヲ

コ
ツ

ル
」

の
意
味

は

「
う

ま

い
事

を
言

っ
た
り
、

し

た
り
し

て

人

を
あ

ざ

む
き
誘

う
。

ま

た
、
御

機
嫌

を

と
る
。

と
り

入

る
」

で
あ

る
が

、

一
方

「翫

」

の
意

味
は

「

[博

雅

]
問
也
。

[
玉
篇

]
衆

多
也

」

」

(康

煕
字

典

)

で

「
問
う

」

「
多

い
」

で
あ

り
、
名

義
抄

に

「
イ

マ
シ

ム

.
ヲ

シ

フ
」

の
訓

も
有

る
。

い
ず

れ

に
せ
よ

「
ヲ

コ
ツ

ル
」

の
意
味

と

「
読

」

の
意

味

は
駐

語
し

、

「
伊
京

集
」

以
外

に

は
見
え

な

い
例

で
あ

る
。

こ
の

表

記

が
な

さ
れ

た
原
因

を
調

査
し

て

み
る

と
、
名
義

抄

に

読

(注

略

)

▲

(注

略

)
誘

オ
コ
ツ
ル

(法

上

五

二
。

▲
は
改

行

)

と
有

る
。

こ
の
様

な
も

の
を

見

て
、
位

置

の
接

近

と
字

形

の
類

似

の
為

に

「
オ

コ
ツ

ル
」

と

「
読

」

と
を
結

び

つ
ナ

て
し

ま

っ
た
、

と
言
う

可
能

性

が
考

え
ら

れ
、
単

に
漢

字

の
書

き
誤

り
、

又
は

誤
訓

と
見

る
よ
り

も
説

得

力

が
有

る

と
思
う

。

も
し

こ
の
考

え

が
正

し
け

れ
ば
次

に
、
右

の
事

が
起

こ
り

得

る

の
は
、
「
洗

」

「
誘
」

等
言

扁

の
字

が
類

聚

さ
れ

、
和
訓

が
施

さ

れ

た
書

物
ー

画

引
漢

和
辞
書

の
筈

で
あ

る
。

そ

こ
で
、
図
書

寮
本

名
義

抄

・
字

鏡
集

・
倭

玉
篇

等
手

近

か

の
書

を

見

た
が
、

「
読

」

「
誘

」

の
近
接

し

た

の
は
見

え
な

い
。

「
伊
京

集
」

の
作

者

が

「
観

智
院
本

名
義

抄

」
を

見

た
か
否

か

は
断
言

で
き
な

い
が
、

少
く

も
右

記

の
部

分

が

こ
の
名
義

抄

に
よ
く
似

た

一
書

の
影
響

下

に
在

る
と

言
え
よ
う

。

次

に
、

「
廷金
」

と

・
「
力

ス
ガ

ヒ
」

の
関

係

に

つ

い
て
。

「
鎚

」
を

古
辞

書

類

で
調

べ
る

と

ア
ラ
カ
子

艇

卿
"
子
ル
(字

)

誕

ヵ
ナ
ッ
チ
(
伊

呂
波
字

類

抄

)

鎚

(
玉

)

の
如

く

で
あ

っ
て
、

「
力

ス
ガ

ヒ
」

の
訓

は
見
え

な

い
。

又

、

「大

漢
和

辞

典

」
を

見

て
も

「
か
す

が

い
」

の
意

味

は
出

て
来
な

い
。

「鐘

」

の
表
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記

は

「
伊

京
集

」

の
他

に
見

え
ず

誤

り
と

覚
し

い
。

か
か

る
表
記

が
な

さ

れ
た

原
因

を
調

査

し

て
み

る
と
、

や

は
り
名

義
抄

に

鎚

谷
正

亮

ツ
チ
ウ
ツ
子
ル
子
リ
カ
子

鍵

(
音
注

略
)
ヵ
ス
ヵ
ヒ
(
僧

上

一
一
七

)

と
有

る
。

こ
の
様
な

も

の
を

見

て
、
位

置

の
接
近

と
字

形

の
類
似

の
為

に

「
力

ス

力
ヒ
」

と

「艇

」

と
を
結

び

つ
け

て
し
ま

っ
た
、

と
考
え

る
事

が

で
き

、

単

に
誤
字

又

は
誤

訓

と
考

え
る

よ
り
説

得
力

が
有

る

と
思
う
。

こ

れ
も

、
中

世

以
前

の
手

近

か

の
漢
和

辞
書

類

に
は

、

「錐

」

「健

」

の
近

接

し

た
も

の
は
無

い
。

「
伊
京

集

」

は
艇

」

「
鍵

」

の
排

列

・
・
記

事

の

点

で
名

義
抄

忙
よ
く

似

た

一=書

の
影
響

下

に
在
る

と
言

え
よ
う
。

「
抽

婬

音

逐

勅
流
切

と

「
断

ヲ
ソ
バ

ア

ギ

「
伊
京

集

」
の
様

に

「
如

婬
」

二
字

で

「
ア

ヒ

ョ
メ
」

と
訓

の
有

る

の
は

和
名
抄

・
名
義
抄

・
色
葉
字
類
抄
で

抽
狸
逐
理
二
反

姑

婬

ア
ヒ
ヨ
メ

和
名
阿

比
與
女

(色

)

(和

)

、

抽

姪

ア
ヒ
ョ
メ

(名

)

と

あ

る
。

そ

れ
に
対

し

「
如

」

又
は

「
婬
」

一
字

で

「
ア

ヒ

ョ
メ
」

と
訓

の
有

る

の
は
、

字
鏡

集

・
倭

玉
篇

・
文
明
本

・
運

歩
色

葉
集

・
温
故

知

新

書

等

の
中

世
辞

書

で
あ

る
。

「
伊
京

集
」

は

こ

の
点

も
中

世
辞
書

よ

り
も

名

義

抄

・
和
名

抄

・
字

類

抄

に
似

て

い
る
。

と

こ
ろ
で
問

題

は

「
音

逐

・

勅

流

切
」

に
有

る
。

「
音
逐

」

か
ら

は
入

声
、

「
勅
流

切
」

か

ら
は
平

声

音

が
帰

結

さ

れ
る
事

は

直

に
分

る
。

そ
し

て

「
大
広
益

会
玉

篇
」

に

「
如

」
と
あ

っ
て

「
如

は
、
直

六

切

(
入
声

)
な
ら

如
婬

の
意

味
。

穀

流

切

(
平
声

)
な
ら

擾

の
意

味
」

で
あ

る
。

「
伊

京
集

」

に
は
二
重

の

誤

り

が
有

る
事

に
な

る
。

「
勅
流

切
」

は

「
抽

捏
」

二
字

へ
の
注

で
は
な

い
し
、

「
ア

ヒ

ヨ
メ
」

仁

入
声

で

「勅

流

切
」

は
不

適

で
あ

る
。

こ
の
誤

り

の
原

因

を
調

査

し

て
み

る
と

、
名
義

抄

に

直
六
切
姑
炸

牧
流
切
擾
也

抽
た
礎
種
単
賑

▲
(抽
)捏

脅
止
ヨ動

(佛
中
七
)

と
見

え
る
、

(本

来

「
1
姪

」

の
項

は

「
山
逐

」

の
直

後

に
来

べ
き

も

の

だ
が

、
転
写

の
際

に
独

立

し
た
為

に
、

「
山
逐

勅

流
反

」

が

一
続

き

に
な

っ
て
し

ま

っ
た

の
だ

ろ
う

)

「
伊

京
集

」

に
有

る

「
ア

ヒ
ョ

メ

・
音

逐
"

刺

流

切
」

の
注

が
備

っ
て
見

え

る
書

は
、
名

義
抄

以
外

に

は
管

見

に

入
ら

な

い
。

「
山
逐
直

流

反
」

は

「
抽

婬
」

で
な

く

「
如
」

の
注

で
あ

る

が
何

程
か

の
影
響

を
考

え

て
よ

い
と
思
う

。
猶

、

「
勅
流

切
」

は

「
(
大
広

益
会

)

玉
篇

」

の
注
が

「
如
鯉

敷

流
切
」

と

切
れ
目

無

く
続

い
て

い
る

か
ら

、
又

「
音
遂

」

は

「
[
集
韻

]
[
韻

会

]
停

六
切
並

音
逐

」

の
如

き
か

ら
、

と
考

え

ら
れ

な
く

な

い
が
、

二
書

を
併

看
す

る
程

周
到

な

人
が
前

述

の
誤

り

に

気
付

か
ぬ

と
は
考

え
難

い
。

や

は
り

「
音
遂

直
流

切

(
反

)
」

と
続

け
書

き

「
ア

ヒ
ヨ
メ
」

の
訓

も
有

る
名

義
抄

の
如

き

の
影
響

を
考

え

る
方

が
考

え

易

い
。

次

に

「ピL
ヲ
ソ
バ

歯

ア

ギ
」

は

「
伊
京

集

」

・
名
義

抄

・
字
鏡

集

に
見
え

て
後

の

中

世
辞
書

類

に
見

え
な

い

(前

掲

〈
甲

表

〉
)

が
、

「
ヲ

ソ

バ
」

の
訓

が

問

題

に
な
る
。

「
ヲ

ソ
バ
」

と

は

嶋

偶
歯
於
曽
波
歯

重
生

也

(和

名

抄
巻

三

)

と
あ

る
様

に

「
八
重

歯

」

の
意

味

で
あ

る
。

一
方

「
断

」

の
方

は

師

蜘
名
轍

歯

之
肉

也

(
和
名

抄

巻
三

)

と
あ

り

「
歯
茎

」

の
意

味

で
あ

る
。

名
義

抄

乃
至

「
伊

京
集

」

の

「
断

」

は
、

漢
字

の
意

味

と
訓

の
意

味

に
岨

語

が
あ

る
。
猶

、
字

鏡
集

は

表

に
は

省
略

し

た
が

「
ハ
シ
シ

・
バ
ク
キ

」

の
正
訓

も
有
す

る
。

「伊

京
集

」

は

「
ニ
ガ

ム

・
ヲ

ソ
バ

・
ア
ギ

」

の
三
訓

が

一
致
す

る
名
義

抄

の
如

き
書

の

影
響

を
受
け

、

誤
訓

を

伝
承
し

た

も

の
と
考

え

て
よ

か

ろ
う

。

以

上
述

べ
て
来

た
様

に
、

「
伊
京

集
」

の
語

彙

に
は
増

補

が
有

り
、

「

一44一



増

補
語

」

の
中

に

は
、

「
訓
読

文

」

「神

名

」
等

の
非

日
常
的

言

語
や

「

中

世
辞
書

に
無

く

て
前

代

の
辞

書

に
有

る
語

」

が
か
な

り
多

い
事

が
分

っ

て
来

た
。

上

述

の
見

方

が
是

認
さ

れ
る

と
す

れ

ば
、

「節

用
集

の
通
俗

性

」

に

つ

い
て
語

彙

の
面

か

ら
詳

細

に
再
検

討
す

べ
き
余
地

が
出

て
来

る

と

考

え

る
。

例

え

ば
、

前
掲

〈
甲
表

〉

〈
乙

表
〉

の
中

で
、

「
崎

嘔
」

の
如

き

は
訓

点

語

臭

が
判
然

し

て

い
る

が
、

「
小

妹
」
.の

如

き

は
そ

れ
程

で
も

な
く

、

「
伊

京
集

」

に
あ

る

か
ら
中

世

の
語

だ

ろ
う

と
考

え
易

い
の
で

は
な

い
か
。

し

か
し

、
中

世
辞
書

類

に
見

え
ず

名
義

抄

に
飛

ぶ

の
を

見

る
と

、

「
伊
京

集
」

の
当

時

生
き

て
使
わ

れ

て

い
た
語

か
否

か
疑

問

が
生
ず

る
。

醍

醐
寺

本

遊

仙
窟

康
永

三

年

(
31
)
点

に
見

え
る
様

だ
が
、

点
本

で
あ

り
時

代
も

百

年
以

上
前

で
あ

ろ
う

か
ら

疑

問

は
解
け

な

い
。

表

に
掲
げ

た
語

の
殆

ど

は

同
じ

疑

問

に

つ
き

検

討
を

要
す

る
で
あ

ろ
う

。

今
、

一
々

の
語

に

つ
い
て

解
答

を
与

え

る
力

を
持

た
な

い
の
で

、
後

の
研

究
を
待

ち

た

い
。

本

稿

で
は

、
今

少

し
別

の
典

型
的

と
思

わ

れ

る
語
を

取

り
上

げ

て

「
伊

京
集

」

の
語

彙

の
性

格

考

を
進

め

て
行

く
。

6

疑

問

訓

三
題

分
)

前

節

に
於

て
従

来

強
調

さ

れ
な

か

っ
た

「
名
義

抄

と
伊

京
集

の
影
響
関

係

」

に
触

れ

る
所

が
有

っ
た
。

こ
れ

が
認

め
ら

れ

る
場
合

(
或

は
疑

問
を

持

た
れ

る

と
し

て
も

)
、

「
伊
京

集

」

の
中

で
従
来

の
訓

に
疑
問

の
有

っ

た
も

の
二
三

に

つ
き

、
名
義

抄

と

の
比

定

に
よ

り
、

又

は
名
義

抄

に
導

か

れ

て
、

よ
り

良

い
訓

に
・到
り

得

た

と
私
考

す

る
も

の

の
有

る

事
を

次

に
述

べ
る
。馬

蹄

香

(
47

6

)

ア
タ
7
カ
ミ

こ
の
左

訓

が
問

題

で
、

「
ア

タ

フ
力
ミ
」

又

は

「
フ
タ

フ

力
ミ
」

の
様

に
見
え

る
。

し
か

し
、

か
か

る
語

形

は
辞

書
類

に
も
他

の
書

物

に
も
無

い

様

で
疑

問

に
思

っ
て

い
た
。

し

か
る

に

「
伊

京
集

」

の

「
増

補
語

」

に

は

名
義

抄

と
関
係

深

い
語

が

か
な
り
有

る
事
を

知

る
に
及

ん
で
、
右

訓

「
ッ

フ
ネ

ク
サ
」

を
頼

り

に
名
義

抄
を

検
す

る

と

馬
蹄

コ
砂
乃
嚢

グ
サ

(法
上

ハ
ニ
)

と
あ

っ
た
。

「
フ
タ

マ
力

ミ
」

の

「
マ
」

は
古

い
仮
名

字
体

に

「
ア
」

が

普

通

に
見

ら
れ

る
か

ら

「
フ
タ

ア
力
ミ
」

と
書

い
て
あ

る
書

物

を
見

誤

っ

て

「
フ
タ

フ
力

ミ
」

と
書

い
た

の

で
あ

ろ
う
。

第

一
字

目

は

「
ア
」

よ
り

も

「
フ
」

に
墨
滴

の
付

い
た
如

く
見

え
る

が
如
何

で
あ

ろ
う

か
。

猶

、

「

馬

蹄
香

和
名
布
多
末
加
美
」

の
如

く
、
本
草

和
名

・
和
名

抄
等

に

こ
の
語

は

見

え

る
が

、
し

か
し

、
後

の
中

世
辞
書

類

に
は
見

え

な

い
。

翁

伯

文
選

(
27
6

)

こ
の
語

、
本

題

に
入
る
前

に
先

ず

、
右

側

の
仮

名

二
字

目

の

「
ホ
」

は

古

め
か
し

い
異

休

の
仮
名

で

「
伊
京
集

」

に

は
稀
な

例

で
あ

る
。

又

、

そ

の
場
所

は
喉
内
韻

尾

で

「
ウ
」

と
有

り

た

い
が
、

オ
段
長

音
化

の
後

に

ハ

行

転

呼

と

の
類

推

か
ら
誤

ま

れ
る
回

帰

に
よ

っ
て

「
ホ
」

と
表

記
し

た
も

の
。

か

か
る
例

は

「
伊
京
集

」

で

は
他

に
無

い
。

恐

ら
く

他

の
書

物

を

そ

の
ま

ま
写

し

た

の
で
あ

ろ
う

。

そ

れ
が
何

か

は
未

だ
見
出

し

て
な

い
が

、

「文

選
」

と
注

記

が
あ

る
か

ら
そ

の
訓
読
書

か
、
訓

点
語

集
成

の
書

物

か

で
あ

ろ
う
。

し
か

し
、
当

面

の
問
題

は
左

訓

の

「
ア

フ
ヲ

ヒ
ナ
キ
」

の
方

で
あ

る
。

こ
れ
も
諸

書

に
見

え
ず
疑

問

に
思

っ
て

い
た

が
、
名

義
抄

を

検

し

て

み
る
と

翁

伯

ア
フ
ラ
ピ
サ
キ

(
僧

上
九

九

)

と
出

て

い
る
。

こ
れ
を

以

て
考

え

る

に

「
ラ
」

と

「
ヲ
」

、

「
サ
」

と

「
一45一



ナ

」

と
は
酷

似

し

て

い
る

か
ら
、

「
伊

京
集

」

の

「
ア

フ
ヲ

ヒ
ナ
キ
」

は

「
ア

フ
ラ

ピ
サ

キ
」

の
誤

写

で
あ

ろ
う

と
思
う

。

「古

本
節

用
集

六

種
研

究

並

び
に
総

合
索

引

」

(
以

下

「
六

種
索

引
」

と
略

称

)
に

は

「
ア

フ
ヲ

ヒ
ナ

キ
」

の
見
出

し

し

か
無

い
が
、
私

の
読

み
方

は
如

何

で
あ

ろ
う

か
。

他

の
書

物

で
は
、

字
類

抄

に

「
翁

伯

万
77
労
辻
塘
キ

」
と
あ

る
け
れ
ど
も
、
後

の
中

世
鉾
書

願

に
は

見
え

な

い
。

桑

螺

蛸

(
2

7

)

こ

の
語
、

訓

が

罫
線

に
掛

か

っ
て
見

づ

ら

い
が

「
イ

ハ
ウ

シ
リ
」

と
読

め

る
と

思
う

(
「
六
種

索

引
」

は

「
イ

ハ
ウ

レ
ク

」
と
す

る

)
。

難

解

な

語

で

「
イ

ハ
ウ

シ

リ
」

と

か

「
イ

ハ
ウ

レ
ク
」

と
書

か

れ
た
も

の
は
他

に

管

見

に

入
ら

ず
疑

問

に
思

っ
て

い
た
。

し

か

る
に
名

義
抄

を

検
す

る

と
、

蟻

(
靖

)

オ
ホ
チ
力
フ
ク
リ

(
僧

下

一
九

)

と

あ

る
。

「桑

」

の
有

無

が
異

る

が

、

「
オ
ホ

ヂ

ガ

フ
グ

リ

」

の
訓

を
頼

り

に
更

に
他
書

を

検

す

る

と
、

本

草
和

名

に

桑

螺

靖

一
名

蝕

胱

(
注

略

)
蟷

嗅

一
名
招

蝉

へ
注

略
。

以

下

「
一
名

何

何
」

が

九

種
あ

る

略

)
螺

蝟

一
名

蝉
蛸

和
名

於

保

知
加

布
久
利

(
下

14
)

と

「
桑

螺
靖

」

が

見

え

る
。

又

、

和
名

抄

に

瞠
娘
嘱

(略
と

名
鑑

製

醐
保
螺
塑

名
峙
礁
羅

織

知

と
あ

る
。

「
桑

螺

蝟

」

の
字

は
本

草

和

名

に

見

え

、
又

「
伊
京

集

」

で
の
訓

「
イ

ハ
ウ

搾
咳

い

の
ヒ

ン
ト

に
な

る

語

が
、

和

名
抄

の
中

に
有

る
と
思
う

。

そ

れ

は

「
蟷
娘

…

一
名

蟷

嬢

㈱
銘
穂
保

」
の
部
分

で
あ

る
。

「
瞠

娘
」

又
は

「
蟷

嬢

」

の
字

を

頼

り

に
諸
書

を

検
す

る

と

、
名
義

抄

に

蟷

嬢

イ
ボ
ム
シ
リ

(
僧

下

一
七

)

と
あ

り

、

十

巻
本

伊

呂

波

字

類

抄

に

蟷

娘
イ
ホ
ウ
シ
リ

と
、

「
イ

ホ
ウ

シ

リ
」

の
形

で
出

て
来

る
。
(
ホ

ほ
濁
音

、

シ
は

恐
ら

く
濁

音

)
。

「
イ

ボ
ウ

ジ
リ
」

は

「散

木

奇
歌
集

」

「
梁
塵

秘
抄

」

に
も

見
え

麺

そ

の
後

「
イ

ボ

ジ
リ
」

(
明
応
本

・
天
正
本

)

・

「
イ

モ
ジ

リ
」

(

易
林

本

・
春
林

本

下
学
集

)

へ
と
変

化
し

て

い
る
。

「
伊

京
集

」

の

「
イ

ハ
ウ

シ
リ
」

は
、
右

の

「
イ

ポ
ウ

ジ
リ
」

の
開

合
を

取

り
違
え

て

「
ホ
」

が

「
ハ
」

に
交
替

し

た
形

で
は

な

い
か
と
思
う

の

で
あ

る
。

こ

の
考

え

が

大
体

認

め
ら

れ
る

と
し

て
も
問

題

は
、

「
イ

ボ
ウ

ジ
リ
」

は

「
瞠
娘

」

の

訓

で
あ

っ
て

「
桑

螺
蛸
」

の
訓

で
は
な

い
事

で
あ

る
。

(
蟷
娘

は

力

マ
キ

リ

。
桑

螺
蝟
は
桑

の
枝

に
生

み

つ
け
ら

れ

た
力

マ
キ
リ

の
卵

で
あ

る
。

)

し

か
し

、
本

草
和

名

に
よ

っ
て

こ
の
問
題

も
解

決
し

そ
う

で
あ

る
。

本

草

和

名

の

「
桑

帳
蛸

」

の
見
出

し

の
下
な

る
記
事

は

、
実

は

「
一
名

」
を
冠

せ

ぬ
語

が
小

見
出

し

で

「
桑

螺
蝟

」

「
瞠
娘
」

「
蝶
蛸

」
を

頭

に
三
群

に

分

れ

る
。

そ
れ
を

知
ら

な

い
と
切

れ
目

が
無

い
か

ら

一
項
目

と
考

え

る
。

従

っ
て

「
桑

螺
蛸

」

の
解
釈

と
し

て
、

「
蟷
娘

」

の
訓
11

「
イ

ボ
ウ

ジ
リ

」

を
知

っ
て

い
る
人

が
、
本

草
和

名

の
如
き

を
見

て

「
蟷
娘

」
即

「
桑

螺

蛸

」

と
誤
解

し

て

「
イ

ハ
ウ

シ
リ
」

に

「
桑

螺
蛸

」
を

宛

て
た
、

と
考

え

る
事

が

で
き
る
。

以

上

「
桑
螺

蝟
」

の
訓
を

「
イ

ハ
ウ

シ
リ
」

と
読

む
事

に

つ
き

矛
盾

無

く
説

明
し

得

た
と
考

え

る
が
如
何

で
あ

ろ
う

か
。

「
六
種
索

引
」

に
は
、

「
イ

ハ
ウ

レ
ク

」

の
見

出
し

の
下

に

「
イ

ハ
ウ

レ
ク
」

と
あ

っ
て

「
イ

ハ

ウ

レ
ク
」

と
読

む
積
極

的

根
拠

が
有

る

の
か
と

も

思

え
る

が
今

一
つ
真

意

が

明
ら

か

で
な

い
。

さ
て

、
疑

問
訓

三
題

と
し

て
述

べ
て
来

た
も

の
は

、

「
伊
京
集

」

の
作

者

の
誤
記

に
よ
る
事

、

出
典

は
前
代

の
辞
書

や

訓
読

文
ら

し

い
事

が
明
ら
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か

に
な

っ
た
と
考

え

る
。

そ

こ
で
、
次

に

こ

の
事

実

の
意
味

を
闘

題

に
す

る
。

右

の
事

実

は

「伊

京

集

の
作
者

が

、
前

代

の
辞

書

か
訓
読

文

に
よ

っ

て
語

を
増

補

し
よ
う

と
し

た
際

、

誤
記
を

し

た

が
気

付

か
ず

に
過

ぎ

た
θ

と
換

言

し

て
良

か
ろ
う

。

す

る
と

「
フ
タ

マ
ガ

ミ
」

「
ア
ブ

ラ

ピ
サ

ギ
」

の
語

、

「
桑

螺
蛸

」

の
字

義

は

『伊

京
集

当
時

、

一
応

の
識

字
者

で
節

用

集

の
増
補

を

試

み
た

程

の
人
物

の

ヴ

ォ
キ

ャ
プ

ラ

リ
を

以

て
し

て
最

早

、

誤
記

に
も

気

づ

か
ぬ

程
し

た

た
か
な

古
語

に
な

っ
て
了

っ
て

い
た
』

と
考

え

ら

れ
る
。

こ

の
考

え

が
認

め

ら
れ

る
な

ら
、

こ
の
意

味

で

「
伊
京

集

」

は

語
史

上

の
資

料
を

提

供
し

て

い
る
訳

で
あ

る
。

7

ま

と

め

以
上

を

ま

と
め

れ
ば

、

「
節

用
集

は
通

俗
辞
書

で
あ

る
」

と
言
う

の
が

通

説

で
あ

る
。

し

か
し

「
伊

京
集

」

の
場

合
、

さ

の

み
言

切

れ

ぬ
点

が

あ

る
。①

仮

名
遣

は

「
開

合
」

「
四

つ
仮
名

」

の
混
乱

が

少

い
。

②

漢

字
音

の
復
原

表
記

・

「
イ
」

の

「
ヒ
」

表
記

の
如

き
復

古
性
。

③

二
段

動
詞

の

一
段

化

が
極

め

て
少

い
。

④

語

彙

に

一
七
%

程

の
増

補

が
有

り
、

そ

の
中

に
は

「
訓
読

文

」

「
神

名

」

「
前

代

の
辞
書

に
見
え

中
世
辞

書

に
見

え

ぬ
語

」
等

、
非

日
常

的

な
語

ら

し

い
も

の
が
か
な

り
多

い
。

の
如

く

で
あ

る
。

し

か
も

、
④

の

「
非

日
常

的
ら

し

い
語
」

の
存

在

は
、

そ

れ

が

「増

補
語

」

と
考

え

ら
れ

る
事

、
②

の
如

き
復

古

的
態
度

が
見

え

る
事

か
ら
見

て
、

「
古
語

の
偶

々

の
残

存

で
は
な

く

、
伊
京

集

の
作
者

の

態
度

に
基
く

」

と
考

え

ら
れ

る
。

「
伊
京

集

」

に
於

て
右

の
如

き
性

質
を

認

め
る
場

合

に

は
、

「

(節

用

集
の
語
葉
選
択
の
)
メ
ド
は
所
謂
当
節
の
用
の
た
め
で
あ
る
こ
と
は
当
然

で
あ
ら
㌔
馬
と
か

「中
世
後
期
の
通
俗
語
集
成

で
あ
面

)
と
言
う
言
葉
で

律

し
得

ぬ
点

が
出

て
来

る

と
思
う

の
で
あ

る
。

以
上

、
古

本

節

用
集

の

一
本

「
伊

京
集

」
を

言
語

面

か
ら

研
究

し

て
、

前

代

の
辞

書

と
比

較
し

つ

つ

「通

俗

的
」

と

の
み
言

え

ぬ
点

を
述

べ
て
来

た
が
、

今
後

こ
の
様
な

検
討

を
諸

本

に
加

え
、
古

本

節

用
集
諸

本

の
対
校

が
進
ん

だ
な

ら
、

国
語

史
資

料

と
し

て
次

の
点

が
期

待

で
き

る
。

①

中

世
後

期

の
日
常

語

・
古
語

数

千
語
を

網

羅
す

る
語
葉

資

料

と
し

て
、

所

謂

「
文
脈

」

こ
そ
無

い
が
漢
字

と
意

義

分
類

に
よ

る
語

義

研
究

の

資
料

と

し

て

の
価

値
。

②

中

世

の
音

韻
資

料

と
し

て

の
価
値
。

③

筆
写

年
代

の
比

較

的
古

い

「
唐
音

」
資

料

と
し

て

の
価
値
。

等

で
あ

る
。

又
、
言

語

面

の
研
究

の
辞
書

史

へ
の
貢
献

も
期

待

で
き

る
。
古

本
節

用

集

と
前
試
勤

辞
書

と

の
影
響
関

係

に

つ
い
て
は
、

山

田
忠
雄

氏

の
大
規

模

詳
細

な
研

究

が
あ

る
外

は
未

だ
し

い
感

が
あ

る
。

本
稿

で
も

「
伊
京
集

」

と

「名

義

抄
」

の
関

係

に
触

れ
る
所

が
有

っ
た

が
、

こ

の
方

面

は

一
語

一

語

の

つ
き

合

せ
に
よ

っ
て
更

に
多

く

の
事

実

が
出

て
来

る

と
考

え
る
。

古

本

節

用
集

諸
本

相
互

の
関

係
、

近

世
板

の
節

用
集

へ
の
影
響

の
研
究

に
も

役
立

つ
筈

で
あ

る
。

本

稿

は
、
古
本

節

用
集

の
言

語

研
究

と
言
う

時

当
然

必
要

な
個

々
の
諸

本

の
内

容

に
触

れ
ず

「
伊

京
集

」

に
限
定

し

た
点

、
不

十
分

を
自

覚
し

て

い
る
。

後

日
し

か

る

べ
く

稿
を

整

え
た

い
。

註
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1
、
参
考

文
献

・
論
文

橋
本
進

吉

『古
本
節

用
集

の
研
究
』

山

田
忠

雄

「橋
本
博
士

以
後

の
節
用
集

研
究

」

(
『国
語
学
』
第
五
輯

)

中

田
祝

夫
①

『古
本
節

用
集

六
種
研
究
並

び
に
総
合
索
引
』

②

『文
明
本
節

用
集
研
究
並

び
に
索

引
』

佐
藤
茂

「易
林
本
節

用
集

宇
部

の
和
訓
」

(
『福
井

大
学
学
芸
学
部
紀
要

・
人
文

科
学
』

12
号

)

渡
辺
綱
也

「
明
応
本
節

用
集

研
究
編
」

(新
潟
大

学

『人
文
科
学
研
究
』

29
号

)

新
村
出

「
伊
京
集
解
題

」

(旧
帝
国
図
書
館

に
よ
る
写
真
複
製

の
た

め
。

)

右

の
外

、
古
本

に
関
す
る

研
究

一
覧
が
、
中

田
②

の
初

め
に
あ
る
。

2
、
佐
藤
茂

前
掲
註

1
の
論

文
65

ぺ

3
、
中

田
祝
夫

前
掲
書
①

の
序
文

3
ぺ

4
、
橋
本

進
吉

前
掲
書

64
ぺ
、
新
村
出

前
掲

6
ぺ

5
、
文
明

・
正
宗

・
明
応

・
天
正

・
饅
頭
屋
本
及

び
玉
里
本

6
、
奥
村
三
雄

「
日
本
漢
字
音

の
体

系
」

(
『訓
点
語

と
訓
点
資

料
』
六
輯

)

湯
沢
質
幸

「
国
会
図
書
館
蔵
本

『
略
韻
』

の
唐
音

」

(
同
右
誌
四
十
六
輯

)
に
よ

る

猶

高
本
漢

「中
国
音
韻

学
研
究

.
方
言
字
彙

」

鵬

ぺ
に
は
中
国
南

方
音

に
開

音
形

の
あ
る
点
報
告

が
あ

る
が
、
日
本
側

の
資
料

の
大
勢

か
ら
見

て
、

一
応
問

題
外

と
し

て
お
く
。

7
、
池
上
禎
造

「
『方
』
字

の
合
音
用
法
」

(
『島

田
教
授
古

稀
記
念
国
文
学
論
集
』

)

8
、

「伊

京
集
」

の
四

つ
仮

名
を
精
査
し

た
が
、
中

田
①

の
研
究
篇

に
上
げ

ら
れ
た
例

を
出

な
か

っ
た
。

9
、
字
鏡

集
は
野

口
恒
重

氏
の
三
本
対
校
本

(希

購
典
籍
蒐

集
会

)

下
学
集

は
中
田
祝
夫

・
林
義
雄

「古
本

下
学
集

七
種
研
究
並

び
に
総
合
索

引
」

温
故

・
運
歩
は
中

田

・
根
上
剛
士

「中
世
古
辞
書

四
種
研
究
並

び
に
総
合
索

引
」

倭
玉
篇

は
中

田

・
北
恭
昭

「倭
玉
篇

研
究
並
び
に
索
引
」
に
よ
る

10
、

「
日
本
国
語

大
辞
典
」
小
学
館

11
、
佐
藤
茂

の
前

掲
論
文
63

ぺ
に

「特

に

(名
義

抄

の
)

〈端
〉

の
訓
は
さ
き

の

伊
(

伊

京
集

)
と
相
通

ふ
も

の
で
あ
る
」
と
あ
る
。

12
、
散
木
奇
歌
集

・
雑
下

「引
き

か

へ
の
牛

の
、

こ
と

の
外
に
ち

い
さ
く
て
痩
せ
て
、

引
か
ざ

り
し

か
ば
、
い
ほ
う
し
り

と
つ
け

て
笑

ふ
ほ
ど
に
」
梁
塵
秘
抄

二

「
を
か

し
く
舞

ふ
も

の
は

(略
)
離

せ
ば
舞

ひ
出

つ
る

い
ぼ
う
じ
り
、
か

た
つ
ぶ
り
」

13
、
佐
藤
茂

註

2
と
同
所

14
、
中

田
祝
夫

註
3
と
同
所

15
、
山

田
忠
雄

「節

用
集
と
色
葉
字
類
抄

」

(
『本

邦
辞
書
史
論

叢
』
)

追

記

末

筆

な

が

ら

、

本

稿

を

な

す

に

あ

た

っ
て

御

教

示

を

賜

っ
た

奥

村

三

雄

先

生

、

文

章

を

御

批

正

下

さ

れ

た

添

田
建

治

郎

助

手

の

お

二

方

に
対

し

深

甚

の

謝

意

を

表

す

る

。

受
贈
雑
誌

47
年
10
月
～
48
年
6
月

②

国
語
国
文
学

(東
京
学
芸
大
)
7
/
都
大
論
究
11
/
国
文
学
研
究

(早
稲

田
大
)
48
49
/
学
術
研
究

(早
稲
田
大
)
21
/
演
劇
学

(早
稲
田
大
)
14

/
演
劇
博
物
館
即
歳
謁
目
録
18
/
国
学
院
大
学
紀
要
11
/
国
学
院
雑
誌
捌

～
窺
/
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
30
31
/
国
学
院
大
学
日
本
文

化
研
究
所
報
9
巻
5
/
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
31
32
/
中
央
大
学
国
文
16

/
日
本
文
学

(明
治
大
)
5
/
明
治
大
学
教
養
論
集
75
/
研
究
年
報

(学

習
院
大
)
19
/
国
語
国
文
論
集

(学
習
院
女
子
短
大
)
2
/
日
本
大
学
人

文
科
学
研
究
所
紀
要
15
/
国
文
学
論
集

(上
智
大

)
6
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